































回数を分析した。結果は 期（ ～ 月）が54.6％、 期（ ～12月）が30.5％、 期（ ～
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月） が4.9％であった。保育者別で見ても、 ・ ・ 保育者は 期、 保育者は 期が






験後、および月別に捉え方の変容の分析を行なった。 と 保育者は、 年経験後の記述が書
けていない日が週 回以上あり、比較対象外とし、 と 保育者で分析を行った。結果は と
保育者とも入職時より、 年経験後の方が内容と出現回数共に減少した。しかし、 保育者
は入職時より 年経験後に新しく つ内容が増え、 保育者は、入職時より 年経験後に出現
回数が 回増えていた。
　これらの分析結果から明らかになったことは、次の 点である。 つ目は入職 年目の保育
者は、子どもの情報を積み重ねて把握するのでなく、目の前の子どもが心地よく過ごせている
かという観点から姿を捉え、子どもを理解しようとしていた。 つ目は 年経験後の記述が、
漠然から具体的な背景へ、集団から個別的な捉えに変容していた。 つ目は「楽しい」という
捉えが保育者によって「楽しい」という内容は異なり、それぞれ保育スタイルによって気付き
の出現回数が異なったことである。気付きが子ども理解に繋がる事例として、子どもの言葉か
ら自身の保育を振り返ることにつながった事例が 例みられた。
　本研究結果からは、一人で保育を振り返る時に気付きの契機の存在が新しい気付きや視点に
繋がり、それが子ども理解の深化に繋がるという仮説を立証するまでには至らなかった。しか
し、記述の変化の乏しさや他者が読み取れなかった49事例からも、 人で客観的に保育を振
り返る時、子ども理解の深化を試みるためには、気付きの契機が必要であると考える。
　子ども理解の変容と、課題追求型の気付きの有効性を立証できなかったが、その要因として
は研究対象者の属性と研究内容を途中から一部変更したこと、および研究期間の短さが考えら
れた。入職 年目保育者は、日々発生する問題を解決することで手一杯であり、気付きの契機
を理解し、それを振り返りに活用できるようになるにはもう少し時間や先輩保育者、園長など
が振り返りを具体的かつ丁寧に伝えることが必要であると感じた。研究の課題の つ目は、契
機の存在の有効性の有無を保育経験者で確認することと、 つ目は、「楽しさ」の10項目を、
一人で振り返る契機として有効に機能させるため、先輩保育者、園長など支援の在り方を検討
することである。 つ目それぞれの保育者の保育スタイルと子どもの理解の深化の関連性の検
証することである。
